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要約

　 教員の専門性 とな る資質能力は,教 員養成,教 員免許状,現 職教育な どの在 り方 の基礎 となるもの

である。本稿では,今 日の 日本における初等教育教員の専門性 について,小 学校教育の特性,審 議会

答申,小 学校教員の意識な どか ら考察 した。 そ して,初 等教育教員に求 められ る専門性 は,す べての

学校段階の教員 に等 しく求 められ る資質能力を基礎 に,一 人の人間 としての子 どもの受容,授 業に関

す る関係性の認識 と実践力,組 織 としての総合性の認識 と実践力,に 特徴があることを示 した。
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1.は じめ に

　 本稿 でい う初等教育 とは,今 日の 日本 にお ける小学校教育 を指す(1)。したがって,6歳 か ら12歳

までの子 どもたちを対象 とした学校教育である。 この学校教育が よりよい もの として実現す るには,

幼児教育や 中等教育 とは異なる 「初等教育」 としての固有の教育原理が必要であろ う。そ こに,初 等

教育教員 に求められ る専門性 が存在す る。 この専門性 は,教 員養成,教 員免許状,現 職教育な どの在

り方の基礎 となるものである。 また,こ の専門性 の確立は,小 学校教育や小学校教員 に対す る社会通

念 にも影響す るものである。

　では,初 等教育教員の専門性 は何 であろ うか。小学校 において多様な授業を行い複雑な業務 にあた

る教員 に共通 に求められ る資質能力 とは何であろ うか。 このよ うな問題意識に基づき,本 稿では,初

等教育教員 の専門性 について考察 し,そ の特徴 を提示す ることを 目的 とす る。なお,以 下の2章,3

章においては,用 語 区分の煩雑 を避 けるため,「初等教育」や 「初等教育教員」をそれぞれ 「小学校教育」

「小学校教員」 と表現する。 引用部分については原典 のままである。

2.小 学校教 育の特性

2.1.　 小学校教育の制度上の特性

　現在の 日本の小学校教育 には,制 度上い くつかの特性がある。次の ような点である。

①小学校教育は就学前教育 と中学校教育 との間にあること

　小学校教育は幼稚園 ・保育所等にお ける就学前教育 と中学校教育 との間にあ り,こ のことによって

接続期 の教育課題 が存在 している。
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②小学校 は地域(小 学校 区)に あ り,地 域 と強い関係 を有す ること

公立小学校 は一般的に独 自の小学校区を有 し,歴 史的な経緯 の中で地域の中に存在 している。学校

に勤 める教職員に とっては一時期の勤務地であって も,多 くの地域住民に とっては,母 校 であ り我が

子が通 う(っ た)学 校 であ り,心 の拠 り所で もある。学校 も家庭 も地域の中に存在す るのであ り,小

学校教育 において地域のもつ意味は大きい。

③小学校教育は義務教育であること

小学校教育は義務教育であるため,小 学校 には,当 該学齢期 の子 どもの うち特別支援学校小学部等

に在籍す る子 どもたちを除 く,す べての子 どもたちが在籍 している。そ して,す べての子 どもには親

あるいは親以外の保護者が存在 してい る。子 どもが幼少であることか ら,小 学校教育において保護者

は大 きな役割 をもつ。

この ような小学校教育の制度上の特性 は,小 学校教員の専門性に も関係す る。つま り,小 学校教員

は,就 学前教育や 中学校教育な どとの関係 を視野 に入れなが ら,地 域や家庭 との強いかかわ りの中で,

多様な子 どもたちに対 して意図的計画的な教育を行 う存在 なのである。

2.2.小 学生の発達段階による特性

各学校段階における教育は,子 どもたちの発達段階に即 して行われ る。小学校では,小 学生の発達

段階に即 した教育が行 われるのである。 ここでは,小 学生の発達段階そのものについて検討す ること

は行わないが,以 下の点に留意す る必要があるだろ う。

①小学校には複数の発達段階の子 どもたちが存在すること

小学校には1年 生か ら6年 生までの6学 年 にわた る子 どもた ちが在籍す るのであ り,そ の発達段階

を一つに括ることは適 当ではない。低学年 の子 どもたち と高学年 の子 どもたちは,同 様の発達段階 に

はな く,学 校教育のあらゆる点においてその違いは考慮 されなけれ ばな らないのである。

②子 どもたちの発達には個性 があ り全体 としてきわめて多様であ ること

同学年の子 どもであっても発達の状況は同 じではない。低学年 にあっては,月 齢による差異 も小 さ

くない。一人一人の子 どもの環境 も一様ではないので,子 どもの姿はきわめて多様である。

幼稚園教育には,そ の基本 として 「幼児の発達は,心 身 の諸側面が相互に関連 し合い,多 様 な経過

をた どって成 し遂げ られてい くものであること,ま た,幼 児の生活経験がそれ ぞれ異 なることな どを

考慮 して,幼 児一人一人の特性 に応 じ,発 達の課題 に即 した指導 を行 うようにす ること。」(幼 稚園教

育要領,2008)が 求め られている。小学校教育 については,引 き続 きこれ に準ず る子 ども理解や指導

の在 り方が求 められ るであろ う。 このよ うな点 も小学校教員の専門性 の一部である
。

3.小 学校教 員の専門性

3.1.答 申に見 る小学校教員の専門性

周知の とお り,今 日,教 員の資質向上の観点か ら様 々な議論が行われている。その中で教員の専門

性は どの ように整理 され ているのだろ うか。

中央教育審議会 「今後の教員養成 ・免許制度 の在 り方について(答 申)」(2006)は ,教 職課程 に新

たな必修科 目として 「教職実践演習」 を設定す ることに係 り,教 員 として求め られ る事項 として,①
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使 命感や責任感,教 育的愛情等に関す る事項,② 社会性や対人関係能力に関す る事項,③ 幼児児童生

徒理解や学級経営に関す る事項,④ 教科 ・保 育内容等の指導力に関す る事項の4点 を示 してい る。

また,中 央教育審議会 「教職生活 の全体を通 じた教員の資質能力 の総合的な向上方策について(答

申)」(2012)で は,こ れか らの教員に求 められ る資質能力 として以下の ように示 されている。

(i)教 職 に対す る責任感,探 究力,教 職生活全体を通 じて 自主的に学び続 ける力(使 命感や責任感,

教育的愛情)

(i)専 門職 としての高度 な知識 ・技能

・教科や教職に関す る高度な専門的知識(グ ローバル化,情 報化,特 別支援教育その他の新 たな

課題 に対応 できる知識 ・技能 を含む)

・新 たな学び を展開できる実践的指導力(基 礎的 ・基本的な知識 ・技能 の習得 に加 えて思考力 ・

判断力 ・表現力等を育成す るため,知 識 ・技能 を活用す る学習活動や課題探究型の学習,協 働

的学びな どをデザインで きる指導力)

・教科指導,生 徒指導,学 級経営等 を的確に実践できる力

(血)総 合的な人間力(豊 かな人間性や社会性,コ ミュニケー シ ョンカ,同 僚 とチームで対応す る力,

地域や社会の多様 な組織等 と連携 ・協働 できる力)

これ らの資質能力は,今 日の学校教員に等 しく求 められ るもの と して整理 されている。 当然,小 学

校教員にも当てはまるものであ り,小 学校教員 の専門性の基盤 として位置つ くものであろ う（2）

3.2.小 学校教員を対象 とした調査が示す専 門性

小学校教員は,経 験的 に自らの専門性 について どの ような意識 を もってい るのだろ うか。

中田正弘 は,小 学校教員の資質能力について,若 手教員,現 職校長,退 職後10年 以上経 った元校

長 を対象に質問紙調査 を行 っている。その結果は次の ように考察 されている（3)。

② 新人教員や現職校長,元 校長 と年代層 の違 う3者 が,教 師にとって共通 に必要 と考える資質能

力は,以 下の4点 である。

ア 明るく,教 師 とい う仕事に熱意 と使命感 をもっている。

イ 児童 と適切にかかわ り,安 定的に学級 を経営す ることができる。

ウ 児童の状況を踏 まえつつ,ね らいを大切に した授業 を行 うことができる。

エ すべての教育活動 を安全に配慮 して遂行す ることができる。

(中略)

④ 小学校教師の専門性 は,② で示 したよ うに,指 導内容に関す る専門的な知識 を前提 に,そ れ ら

を子供に どう指導す るか,子 供 自身 にど う学ばせ獲得 させてい くか とい うところに力点が置かれ

てお り,そ れは,子 供 とのかかわ りの中で,教 師 としての力量 を発揮す ることができる幅広い諸

能力にあると考え られ ている。

中田は,小 学校教員 は 「知識の追究よ りも,教 え育て ることを第一義的な 目的 としてお り,教 え育

てるために必要な資質能力 こそが,小 学校教師の専門性 につながってい くものである」(4)と捉 えてい

ることを示 している。

竹本弥生 ・高橋智は,小 学校 ・中学校 ・高等学校 の教員に対す る質問紙調査か ら 「教師の専門性」

について検討 し,そ れぞれの学校種 の教員の意識について次のよ うに記述 している(5)。
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教師の専門性の中核 をなすのが 「学習指導」であ り,そ こに付随 して小学校教師の専門性 は 「発

達支援」,中 学校教師の専門性 は 「生徒指導」,高 校教師の専門性 は 「教科指導」 となった。

特 に,小 学校 につ い ては,次 の よ うに考察 して い る(6)。

小学校教師は 「人間関係づ くり」 「個性伸長」 「社会的ルールの伝達」な ど 「発達支援」を教師の

専門性 と考えている。教師の5群 にお いても 「発達支援重視教師」が小学校教師に多い ことが明 ら

かになった。小学生は心身共に大 きく成長す る時期であ り,そ の意味で発達支援や個性 の伸長を重

視する教師が多いのは当然の ことと言 えよ う。

竹本 ・高橋 によれば,「 人間関係づ く り」「個性伸長」 「社会 的ルールの伝 達」な どの 「発達支援」

が小学校教員の専門性であ り,そ れは小学生の心身の成長の状況に基づ くのである。

西村隆司は,公 立小学校教員を対象に美術教育に対す る質問紙調査 を行 い,小 学校教員の専門性に

ついて次のよ うに考察 してい る（7）。

それは,小 学校の現役教師が理想 の教師 としてあげた 「子 ども一人ひ とりの よい点を誉めて伸ば

す ことが出来 る先生」「子 どもの能力を しっか り引き出 し,自 信がつ くよ うな褒め方 ・ア ドバイス

ができる先生」が,小 学校における高度 専門職業人である といえるか らであ り,「 実務 に理論的知

識や能力 を応用する能力」は,「 子 どものいる授業において発揮 できる能力」であるか らである。

西村は,小 学校教員の専門性 を,知 識や能力を応用 し,そ れ を授業において発揮 できる能力 として

捉えているのである。

これ らの研 究は,小 学校教員 は自らの専門性 について,子 どもとのかかわ りの中で発揮 され る通教

科的 な授業力,社 会的環境における個性伸長や集団育成の力 を重視 していることを示 している。 これ

らは別々のことが らではなく,日 々の学校生活や一つ一つの授業の中で渾然一体 となって発揮 され る

力である。 この背景 には,小 学校 では一般的に学級担任制が とられ てい ることも関係す るであろ う。

小学校教員は,得 意教科や研 究教科の有無,中 学校や高等学校 の教科 の免許の有無にかかわ らず,す
べての学年のすべての教科等の授業 を担 当する可能性がある

。 ある学年の学級担任の場合,少 な くと

も1年 間に実施す る授 業は一回性 のものであ り,同 じ年 に同 じ授業を行 うことはない。学級経営や生

徒指導を行いなが ら,年 間800時 間を超 える授業について,個 別の教材研究や学習指導案作成 ,授 業

実践や評価 などが必要なのである。 この ことが,小 学校教員 の専門性が中学校や高等学校 の教員の専

門性 とは異 なる大 きな要因の一つである。

3.3.小 学校教員の専門性の特徴

これまでの考察を踏まえ,こ こでは小学校教員の専門性 の有す る特徴 を
,以 下の3点 において整理

する。

①一人の人間 としての子 どもの受容

小学校の6年 間に子 どもは心身 ともに大 きく成長する。成長 には,子 どもを取 り巻 く様 々な環境か

らの働 きかけが欠かせ ない。一方で,子 どもは他者 によって外か ら一方的 に形成 され るわけではない
。

子 どもは一人一人意思をもったかけがえのない個人 と しての存在であ り,自 らが成長のイメージを有

している。子 どもは,自 分 自身がもつ成長 のイ メージや成長の力 と,環 境か らの適切な働きかけによっ

て成長す る(8)。発達段階等による差異はあるものの,子 どもは 自ら具体的な何かを しなが ら学んでい

る。何かをす ることによって気付 き,分 か り,で きるよ うになるのである。小学校教員は,た くさん
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の 「分か る瞬間」や 「できるようになる瞬間」に立 ち会 うことになる。小学校教員は子 どもの成長 の

目撃者なのである。子 どもを大人の小型 としてではな く,発 達段階における独 自の様式 にある一人の

人間 として受容 し,子 どもの成長を喜んだ り楽 しんだ りする ことは,小 学校教員がその職 責を果 た し

てい くときに欠かせないものであろ う。学級経営 も生徒指導 も教科等の学習指導な ども,こ のよ うな

前提の上には じめて成立す るものである。

②授業に関する関係性の認識 と実践力

ここでい う関係 とは,あ る教科 と他教科等 との関係,授 業 と授業時間外の学校生活 との関係,授 業

における教育内容 と実生活 ・実社会 との関係などである。小学校教員 には各教科等の専門性 とともに,

他教科等や子 どもの 日常生活,実 社会における事象などとの関係 についての認識が必要である。 また,

授業 とそれ らを結 びつけ関係づけてい く実践力が必要なのである。小学生の学びは,時 間や 内容で細

か く分断 され るのではな く,大 きな学びのス トー リーの中で不可分 に結びついてい る。授業 とは,子

ども一 人一人が もつス トー リー と教師 自身のス トー リーが,同 一の時間 と空間において同一のテーマ

で重 な り合い,新 しい ものを創造 してい くステージである。

③組織 としての総合性 の認識 と実践力お よび学び続 ける力

学校は子 どもを中心 とした組織 である。教員がいても子 どもがいなければ学校 は存在 しない。地域

にある小学校 は,子 ども,教 職員,保 護者,地 域の人々が協力 してつ くりあげてい く組織である。 また,

小学校 には,教 育委員会な ど様 々な行政機 関等 との関係 も存在す る。就学前教育や 中学校教育,特 別

支援教育な どとの連携 も必要である。小学校は複雑なネ ッ トワー クの中にある総合的な組織 なのであ

る。加 えて,小 学校 は,時 間的な連続性を もった一つの教育機関であ り,現 代社会の変動の中で揉ま

れ変貌を続ける組織で もある。小学校教員 には,小 学校 とい う総合的な組織において仕事を している

とい う認識 と,そ うい う組織 を機能 させ更新 してい く実践力,そ して自らが学び続 ける力が求め られ

るのである。

4.お わ りに

広 く初等教育に関係す る研究は,初 等教育教員の専門性 と密接 に結びついている。 しか し,初 等教

育教員の専門性 に応 じた総合的で力動的な研 究はまだ確立され ていない。 よりよい初等教育の実現の

ためには,こ れ までに積み上げ られてきた初等教育 に関す る多 くの研究 を一層発展 させ るとともに,

初等教育教員の専門性 を踏 まえた新たなスタイルの研究 も必要であろう。本稿では,今 日の 日本にお

ける小学校教育の特性や先行研 究の検討 に基づいて,小 学校 教員の専門性 が有す る特徴 を示 した。 し

か し,そ の整理はまだ一つの仮説 にす ぎない。諸氏の ご批判 ご批正をいただいて,よ り確かなものへ

と発展 させていくことができれ ば幸いである。

注

(1)本 稿では 「日本における」と断っている。これは,こ こで想定する6歳 から12歳 の子どもに関して世界的に共通

する部分が多い一方で,教 員の職務の範囲や分担,学 校制度などに関 しては国や地域による差異が大きいためで

ある。,
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(2)た と え ば,広 島大 学 の 初 等 教 育 教 員 養 成 コー ス に 関係 す る研 究 グル ー プ は,目 標 とす る卒 業 生 像 の考 察 に お い て,

「教 職 の た め の確 か な 〈学 力 〉」 と して 「指 導 の た め の 知 識 ・技 能 【葉 】」 「文 章 表 現 力 ,論 述 力,討 論 力,批 判 的

思 考 力,問 題 追 究 力 【幹 】」 「自発 的 な 学 習 意 欲,知 的 好 奇 心,計 画 力,方 法構 成 力,集 中 力,持 続 力,コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン力,想 像 力,レ ジ リア ン ス(resilience)な ど 【根 】」 を 挙 げ て い る。 ま た,時 代 の流 れ や 地 域 性 に応 じ

て 強 調 され る 能 力 と して 「特 別 な 支 援 を 要 す る児 童 に 対 応 で き る こ と」 「学 校 が 置 かれ た 環境 に 対応 で き る こ と」

「最 近 の新 しい 内 容 に 対 応 で き る こ と」 を 挙 げ て い る。 難 波 博 孝 ほ か 「学 生 の 学 び の 連 関 と重 点化 に 着 目 した 新 た

な初 等 教 員 養 成 シ ステ ム に 関 す る研 究 」,広 島 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究科 『共 同研 究 プ ロ ジ ェ ク ト報 告 書 』 第10巻,

2012,pp.43-44

(3)中 田 正 弘 「小 学 校 教 師 が 求 め る資 質 能 力 に 関 す る考 察 一3世 代 教 師 の 意 識 の共 通 と差 異 を も と に 一」,『帝 京 大 学

文 学 部 教 育 学 科 紀 要 』34号,2009,pp.28-29

(4)中 田正 弘,上 掲 論 文,p.29

(5)竹 本 弥 生 ・高 橋 智 「『教 師 の 専 門 性 』 意 識 の 検 討:小 学 校 ・中学 校 ・高 校 教 師 へ の 質 問紙 調 査 か ら」,東 京 学 芸 大

学 学 術 情 報 委 員 会編 『東 京 学 芸 大 学 紀 要 総 合 教 育 科 学 系Ⅱ 』62,2011,p.150

(6)竹 本 弥 生 ・高橋 智,上 掲 論 文,p.150

(7)西 村 隆 司 「小 学 校 教 員 の 専 門性 と美 術 教 育 研 究 の 方 向性 に つ い て 一公 立 小 学 校 教 員 の 美 術 教 育 に 対 す る ア ン ケ ー

ト結 果 の考 察 か ら一 」,美 術 科 教 育 学 会 『美 術 教 育 学:美 術 科 教 育 学 会誌 』27号 ,2006,p.305

(8)こ の 部 分 につ い て は,特 に,M.J.ラ ン ゲ フ ェ ル ドの 著 作 を参 考 に して い る。
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